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第２章 筑紫野市の概況 

 

 

2-1 位置と地勢 

 筑紫野市は、福岡都市圏の南部に位置しており、福岡市までＪＲ・西日本鉄道を利用して１５分程度、

福岡都市高速を利用して約30分の距離にあります。また、九州自動車道、国道３号、県道福岡・日田

線（旧国道３号）が南北に通り、広域交通の要衝となっています。 

 市域は、約87.78k㎡で、東西に細長く広がり、中央部がくびれています。中央部は平坦地で、西は

背振山系、東は三郡山系の一部の山地となっています。都市的土地利用は中央平坦部に集中しており、

北東部、南西部は農村地帯となっています。 

 古代に政庁のあった太宰府市に隣接しており、旧筑紫郡の交通の要衝として奈良時代から「市（いち）」

が立った町で、二日市の名が今に残されています。また、古くから温泉が湧出する湯の町としても有名

です。近年は市域南部に小郡・筑紫野ニュータウンが開発され、ベットタウン化が進み、さらに人口も

増加しています。 

 

図2-1 筑紫野市の位置 

 

2-2 人口－総人口・人口動態 

 筑紫野市の人口は平成12年の国勢調査によると93,049人です。昭和55年時点の57,966 人に

比べると約1.6倍に伸びており、平成１７年の同調査では人口97,571 人、世帯数35,372 世帯とな

っています。 

 人口・世帯ともに増加傾向にありますが、世帯当たり人員は減少傾向を示しており、平成１２年には

３人／世帯を下回り、平成１７年には2.76 人／世帯で、核家族化に拍車が掛かっています。 

 全国的な傾向と同じく、少子高齢化も進行していますが、福岡県全体と比較して、年少人口割合は上

回り、老年人口割合は下回っています。 福岡県では平成１２年にはすでに年少人口に比べて老年人口

が増加逆転していましたが、筑紫野市では５年ほど遅れた平成１７年に老年人口（15.8%）が年少人口

(15.3%)を上回り、緩やかに老年人口が上昇しています。 

 筑紫野市の人口動態の状況は自然動態・社会動態ともに人口増加の傾向を示していますが、近年の社

会動態においては増加が小さくなる傾向にあります。 
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図 2-2 老年人口の経年変化図 

 

人口・世帯数の推移
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図 2-3 総人口・世帯人口 

 

■人口動態の推移
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老年人口割合の近隣市との比較　(平成17年国勢調査)
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図 2-5 老年人口割合 

 

筑紫野市5歳階級別人口　（平成17年国勢調査）
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図 2-6 人口構成ピラミッド 
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図 2-７ 障害者への手帳交付数の推移 
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資料：生活福祉課 

単位：人 
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2-3 都市基盤 

（１）都市計画 

 筑紫野市では市域面積の約１／２にあたる4,393haを都市計画区域として指定しています。このう

ち約１／３の 1,395ha を市街化区域として指定しており、用途地域のなかの９割近く（1,242ha）

を住居系地域に指定しています。 

 

 

平成１５年１月１日現在 資料：都市計画課 

表2-１ 都市計画区域の面積 

 

 

 

図 2-８ 都市計画区域図 
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（２）交通網 

筑紫野市における道路ならびに鉄道の交通については、九州自動車道、国道３号、JR 鹿児島本線、

西鉄天神大牟田線等が通り、南北方向において主要道や県道の整備により道路網の充実が図られていま

す。 

 バス路線は、博多駅と甘木を結ぶ甘木（都市高速）博多駅線のほか、JR 二日市を始点に杷木を結ぶ

甘木幹線、西鉄二日市周辺ならびに筑紫駅から上西山を結ぶ上西山線、JR 二日市を中心に宇美・柚須

原・平等寺を結ぶ二日市線、西鉄筑紫駅を始点にJR原田を経由し周辺団地を巡回する筑紫野線、によ

りバス路線が形成されています。なおバスの実働車両総数ならびに乗降客数の状況は、年々減少傾向に

あり、西鉄二日市バス発着所の乗降客数は平成３年度で１日当たり 3,872 人でしたが、平成１５年度

は2,382人に減少しています。 

 

 

 

図 2-９ 筑紫野市の道路線図 
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図 2-1０ 筑紫野市における主要バス停留所位置図 
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（３）主要施設等 

①近年整備した主要な公共施設 

これまで福祉政策の拠点としてカミーリヤ（総合保健福祉センター）・ほほえみタウン、生涯学習

の拠点としてパープルプラザ（生涯学習センター，市民図書館等）、スポーツの拠点として山家スポ

ーツ公園、地域活動の拠点として各地区にコミュニティーセンターなどの施設整備を進めてきました。 

 

図 2-1１ 近年設置された公共施設位置図 

 

②市内温泉の入湯客数の推移 

  市内温泉の入湯客数は日帰り客によって平成５年がピークとなり、以降は日帰り客・宿泊客ともに

減少し平成16年には約1/4 となりました。平成18年にはわずかな回復傾向が見られます。 

■市内入湯客数の推移
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図 2-1２ 市内温泉の入湯客数の推移 

単位：千人 

※銭湯は含まない 

資料：税務課 


